








工学部・大学院
の構成
入学後の流れ

学科・コースで専門科目を学ぶ

総
合
教
育
部（
理
系
）

進
級・移
行

応用物理学専攻

材料科学専攻

機械宇宙工学専攻

人間機械システムデザイン専攻

エネルギー環境システム専攻

量子理工学専攻

環境フィールド工学専攻

北方圏環境政策工学専攻

建築都市空間デザイン専攻

空間性能システム専攻

環境創生工学専攻

環境循環システム専攻

共同資源工学専攻

情報科学専攻

　　情報理工学コース 

　　情報エレクトロニクスコース 

　　生体情報工学コース 

　　メディアネットワークコース 

　　システム情報科学コース 

33名

39名

27名

26名

26名

20名

24名

26名

22名

27名

28名

18名

10名

応用物理工学コース

応用化学コース

応用マテリアル工学コース

50名

70名

40名

公共経営コース

国際政策コース

技術政策コース

総合化学専攻 

　　分子化学コース

　　物質化学コース

　　生物化学コース

工 学 部

修士課程（2年間） 博士後期課程（3年間）
1年次

総合教育部で教養科目・
基礎科目を学ぶ

2～3年次 4年次
研究室で卒業研究

工学院
326名応用理工系学科

社会基盤学コース 

国土政策学コース 

建築都市コース 

環境工学コース 

資源循環システムコース 

40名

40名

45名

50名

35名

環境社会工学科

機械情報コース 

機械システムコース 

60名

60名

機械知能工学科

情報理工学コース 

電気電子工学コース 

生体情報コース 

メディアネットワークコース 

電気制御システムコース 

60名

47名

38名

49名

36名

情報エレクトロニクス学科

総合化学院
129名

情報科学院
196名

（専門職学位課程）

公共政策大学院
30名

応用物理学専攻

材料科学専攻

機械宇宙工学専攻

人間機械システムデザイン専攻

エネルギー環境システム専攻

量子理工学専攻

環境フィールド工学専攻

北方圏環境政策工学専攻

建築都市空間デザイン専攻

空間性能システム専攻

環境創生工学専攻

環境循環システム専攻

情報科学専攻

　　情報理工学コース 

　　情報エレクトロニクスコース 

　　生体情報工学コース 

　　メディアネットワークコース 

　　システム情報科学コース 

9名

7名

5名

5名

5名

5名

6名

7名

5名

5名

5名

5名

総合化学専攻 

　　分子化学コース

　　物質化学コース

　　生物化学コース

工学院
69名

総合化学院
38名

情報科学院
43名

大 学 院 大 学 院大学院へ
進学 進学 就職修 了

就職就職

130以上の研究室！

│学部教育について │大学院教育について
北海道大学工学部では、大学院での教育をゴー

ルと考え、学部4年間と大学院（工学院・情報科学

院・総合化学院）の修士課程2年間を連続的にと

らえた教育を行っています。大学院では、先端的知

識とより深い学識、鋭い判断力を身に付けた技術

者・研究者の育成を目的に、広い視野と深い専門

知識、科学技術の発展と多様化に対応できる柔

軟な思考力・構想力、国際的なコミュニケーション

能力などを身に付けます。大学院には、修士課程

（2年間）とそれに続く博士後期課程（3年間）があ

ります。修士課程は、広い分野についてより深い学

識を身に付け、高度の専門性を要する職業に必要

な能力を養うことを目的としており、博士後期課程

は、専門性をさらに深め、研究者として自立して研

究活動を行うための能力と、その基礎となる学識を

養うことを目的としています。北海道大学工学部の

卒業生は、8割以上が修士課程に進学し、さらにそ

の約2割が博士後期課程に進学します。

北海道大学工学部は、総合大学の特徴を生か

して、幅広い知識と視野を身に付けた社会に役

立つ技術者の育成を目指しています。北海道大

学入学後1年間は、「総合教育部」に所属し、文

学、芸術、語学、理科・数学系科目等を含む全学

教育科目（一般教養科目）を学び、2年次に進

級する際に各学科・コースに移行します。工学部

には、4学科・15コースがあり、進級後は、コース

に所属し、コース専門科目をはじめ、工学全般に

関係する学部共通科目や、学科に共通する専

門科目（学科共通科目）を学びます。

ナノテクノロジーやゲノムをはじめとする新たな学問分
野では、柔軟に、そして最大限に各自の能力を発揮する
ことができる研究者や技術者が求められています。応
用理工系学科では、広い視野と柔軟な考えを持ち、21
世紀の科学技術を支える人材を育成します。

高度情報社会では、快適・便利で安全・安心な情報シ
ステムを、短期間で効率よく確実に実現することが求め
られます。もちろん、人間や社会への配慮も重要です。
情報エレクトロニクス学科は、そのようなニーズに応える
研究・技術開発を行う人材を育成します。

現代の工業社会では、スピーディーな開発、性能および
信頼性の向上、さまざまな要素技術のシステム化等が
求められます。機械知能工学科は、ロボット工学、医療・
福祉工学、宇宙工学、エネルギー工学等の先端分野
で幅広い視野を持って活躍する人材を育成します。

環境社会工学科は、快適な空間の形成、建築・土木施
設の構築、持続可能で環境に優しい資源・エネルギー
の開発、物質循環システムの構築など、多様な領域か
ら成り立っています。工学の基礎や専門技術力はもち
ろん、幅の広い能力を持った人材を育成します。

修 了

卒業生の
約82％が進学

卒 業
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